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直交梁位置
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吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ

太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたものとする。
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４．５．４表　隣り合う継手の位置

（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

（重ね継手）

中　間　部

隣り合う継手の位置は、４．５．４表により、ａ寸法を守ること。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

４．７．１　隣り合う継手の位置及び定着

（２）柱頭定着長さＬ2が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、４．７．２図による。

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

（２）帯筋の割付けは、４．９．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を

４．６．１　継手及び圧接中心位置

４．５．５　隣り合う継手の位置及び定着

（１）継手長さはＬ1とし、定着及び余長は、４．７．１図による。

４．８．１　帯筋の形状

（１）帯筋の形状は、４．８．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

・Ｈ形

・Ｗ－Ｉ形（溶接を行う）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

溶接の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ｉ形とする。

（ａ）Ｈ形を標準とする。

確保し、補強筋間隔≦１．５Ｐとする。

４．１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

（１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

４．５．３図　溶接金網の継手及び定着要領

４．５．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

（１）溶接金網の継手及び定着

３／４ｈ0（ｈ0は柱の内法高さ）以下とする。

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

（２）スパイラル筋の継手及び定着

４．９．１図　帯筋の割付け

４．８．１図　帯筋組立の形

４．７．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

４．１０．２　ハンチのない場合

４．７．１図　柱主筋の継手、定着及び余長

（１）最上階の場合

４．１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

４．１０．３　ハンチのある場合

４．１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

４．１０．２図　段違い梁

４．１０．１図　梁主筋の梁内定着

　　ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

　　　　なお、定着の方法は、４．５．４による。

　　ｃ．段違い梁は４．１０．２図による。

上端筋：曲げ下ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

　　ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこと

　　　　が出来ない場合は、ｂ．により柱内に定着することができる。

　　　　ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、４.１０.１図による。

最上階

一般階

上端筋

下端筋

ＡＷＳＣＪ（第４版）－０９６－００４

４　建築工事
４．９　帯筋の割付け４．７　柱筋の継手及び定着

４．６　柱筋の継手位置

４．８　帯筋

４．１０　大梁筋の継手及び定着

※１．５Ｐ1、１．５Ｐ2のピッチは１５０mm以下とする。

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１２５

パネルゾーン柱幅(mm)

≦５００

≦６００

≦７００

≦８００

≦９００

≦１０００

≦１１００

≦１２００

（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　上端筋：中央Ｌ0／２以内

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0／４を加えた範囲以内

　　　２．４．２ 異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

重

ね

継

手

圧

接

継

手

条   件 重ねる場合 離す場合

フックなしの場合

フック有りの場合

ａ≧４００mm

　　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

ａ：上下の柱幅の差(ａ≦１５０)

ｂ：かぶり厚さ

Ｄ：梁のせい

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００


